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「筑駒研究情報検索システム」の開発と評価
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1 検索システム開発の動機 


































































































































④ 全国論文検索（CiNii Articles） 
⑤ 筑波大学附属図書館蔵書検索（Tulips） 
⑥ カーリル 

























































































































































































































































































 応じた使い分けについて教えた。それとともに  





























































































































































































 使う 使わない わからない
授業・地域
研究など 96(77%) 6(5%) 21(17%) 
文化祭や弁
論大会など
60(49%) 20(16%) 43(35%) 
部活・委員
会活動 34(28%) 45(37%) 44(36%) 
自分の調べ









 使う 使わない わからない
授業時間内 94(76%) 8(7%) 21(17%) 
学校内の自
由時間帯 48(39%) 40(33%) 35(28%) 
校外の時間 52(42%) 32(26%) 38(32%) 
 





















  使う 使わない わからない
筑駒図書館 82(67%) 13(11%) 28(23%) 
全国論文 37(30%) 34(28%) 52(42%) 
筑波大論文 27(22%) 45(37%) 51(41%) 
筑波大中央
図書館 65(53%) 23(19%) 35(28%) 
新書マップ 80(65%) 12(10%) 31(25%) 
朝日けんさ
くくん 93(75%) 12(10%) 18(15%) 
カーリル 100(81%) 6(5%) 17(14%) 
  Japan 

















































































































































書数は中学 25580 冊、高校 35500 冊で合計 61080 冊
になる。詳細は、「学校図書館メディア基準」
（http://www.j-sla.or.jp/material/kijun/post-37.html、
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